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texture(織 目構 造 )
京大･理 大 兄 哲 巨
フェルミ粒子である3Heの超流動状態は通常の超伝導の場合と同じようにクーパー対の凝
縮によって起る｡しかし, 3He粒子は互いに近づいた時,強い反発力が働くため,内部軌道
角運動が0のS状態に凝縮することができずに量子数 1のP状態に凝縮する｡ したがって,対
のスピンは三重項状態になる｡このため,凝縮退の状態を表わす巨視的波動関数は3×3-9
の内部自由度を持っている｡この内部自由度の空間変化の様子を織目構造 (texture)と呼んで
いる｡
実際のバルクの平衡状態では9つの内部自由度すべてが縮退している状態になっているので
はない｡凝縮エネルギーを最小にするように9つの自由度の内いくつかの縮退が解け,温度と
圧力に依存してA相,B相の二つの相が存在する｡Aはエネルギー ･ギャップがフェルミ面の
南極 と北極で零という非等方的な状態で,二つの零点を結んだ方向を表わす12I-1の Z-ベ
<
クトルと,そしてスピン状態を表わす蘭 -1のa^- クトル,二つのベクトルの回転に対す
る内部自由度の縮退が解けずに残っている｡したがって,A相ではtとa^のtextureが考えら
れる｡ここまでくると内部自由度の空間変化をtextureと呼ぶ理由がお解りいただけたと思う｡
<
ベクトルZまたはa^の変化の様子を紙の上に書いてみると織目模様の様に見えるであろう｡図
に例として回転3H｡-Aで強い磁場がかかった時の渦の芯の構造を表わすttextureをあげてお
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